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新しい年を迎えて ３学期がスタートしました！

明けましておめでとうございます
本年もどうぞよろしくお願いいたします

楽しい冬休みも終わり、元気に子どもたちが登校してきました。３学期は５２日間（６年生は５０
日間）しかない短い学期です。１年間のまとめをすると共に、６年生は３月２０日の卒業式に向けて
大平東小を巣立っていくための準備を、１年生から５年生は次の学年へ進級するための準備をしっか
りとできるように励ましていきたいと思います。子どもたちが充実した活動ができるように、ご支援
ご協力をよろしくお願いいたします。

３学期のスタートにあたって、
「めあてをしっかりともつこと」
と「一日一善」についての話をし

ました。体育館に『一日一善』と書かれた額が飾られて
いるのをご覧になっていますか。創立５０周年記念（現
在創立８６周年）とあるので、３６年も掲げられている
こととなります。この機会に、大平東小に伝わっているもの、
大切にしていることなどに関心を持ち、その意味を捉えてもらえたらと思いました。
子どもたちに「『一日一善』とは、一日一回善い行いをしましょう。それを日々積み重ねていきま

しょう。」という意味であることを伝え、では、「『善い行い』とはどんなことなのか？」を友達と話
し合い考えてもらいました。そして、「今日も善いことをしようと意識していることで、周りのいろ
いろな『善い行い』に気付くようになると思います。そして、『善い行い』は必ず自分に跳ね返って
くるものです。毎日の小さな積み重ねが、大きな変化に繋がることでしょう。３学期、めあてをもっ
て、５２日間、６年生は５０日間『一日一善』を意識して過ごしていきましょう。皆さんの頑張りを
楽しみにしています。」 という話をしました。

行事より 《主権者教育出前授業》
１２月１５日(金）に、６年生が社会科の政治の学習の一環として、

｢主権者教育アドバイザー派遣事業｣による出前授業を実施しました。
政治への関心を持ってもらおうと総務省が取り組んでいる出前授業で
すが、小学生では全国でも初めてということで、下野新聞でも紹介さ
れました。国会で若者代表として意見を述べるなどの活躍をしている
原田謙介さんを講師に迎え、身近な例から、多数決や民主主義の在り
方などを学び、選挙についての理解を深めることができたようです。

≪大平東小見守り隊の皆様に感謝する会≫
１２月２２日(金)に「子どもの安全を守る意見交換会」と「見守り
隊感謝の会」を行いました。見守り隊各地区代表者様や横堀駐在所亀
山様、栃木警察署スクールサポーター石井様、ＰＴＡ本部役員様など
１８名の皆様にご出席いただいた「意見交換会」では、児童の安全な
登下校や学区内の危険箇所、安全のために黄色い傘の使用等について
のご意見をいただきました。引き続き行われた「感謝の会」では、登
下校見守りボランティアの方々はじめ２２名の皆様にご出席いただ
き、お礼のお手紙を贈ったり、歌を歌ったりして日頃の感謝の気持ち
を伝えさせていただきました。本当にありがとうございます。

教 育 目 標

○ やさしい子

○ 考える子

○ たくましい子

（小中一貫教育目指す児童像）

◎ふるさとを愛し、ともに夢に向

かって、たくましく生きる子ども

あすこそは運動

◇あいさつ・返事

◇すまいる・笑顔

◇こし骨を立てる

◇そうじを進んでする

◇はき物をそろえ、椅子

を入れる

始業式の話より

▲体育館に前方に掲げてある額

【６年生の感想より】・主役は自分ということが分かった。・自分の意見が通らないこともあるが、
意見を主張して少しでも社会に役立てられたらなと思った。・この授業を受けて政治のことを知る
ことができて、とても良い機会になった。



冬休み「校長先生からの宿題」
ふゆやすみのあいだに、おうちの人に(しんせきの人でもかまいま

せん）「こどものころ、がんばってやったこと」についてインタビュ
ーをしてみましょう

・こどものころ、がんばってどんなことをやりましたか？
・がんばってみてどんなきもちでしたか？
○インタビューしたかんそうをかいてみましょう

（インタビューされた人の感想でもいいです）

冬休みも、全校生に「校長先生からの宿題」と称して課題を出しました。今回は家族とゆっくり話
をしてもらいたいと思い、インタビューをする課題としました。ご家族の皆様、子どもたちのインタ
ビューに熱心に答えていただきありがとうございました。家族で会話している温かい様子が目に浮か
んできました。また、この活動を通して、聞き手の子どもたちも答えてくれた家族の方にも、新しい
発見や新たな目標などが生まれているのを感じ、意義ある宿題になったと感慨を深めています。特に、
子どもたちは、おうちの人が頑張ってきたことを知り、自分も同じように頑張りたいという気持ちが
高まっています。この気持ちを大切にして、学校・家庭・地域みんなで励ましていけたらと思います。
以下、インタビューした感想を一部紹介いたします。

１ ○おとうさんは、やきゅうのバッティングをがんばった。いっぱいれんしゅうするとじょうずに
年 なるのがわかった。
生 ○子どものころがんばったことを思い出してみて楽しかった。思い出が次々に頭の中に浮かんで
きた。子どもにも全力でがんばる楽しさを見つけて欲しい。（母）

２ ○お母さんのことを知ることができてうれしかった。
年 ○忘れていた子供のころの怖がらずに何でも挑戦していた自分を思い出した。もう一度大人にな
生 っても無理かなと思う前にとにかくやってみようと、改めて考えさせられた。(母）

３ ○お父さんは将棋が強くなるために詰将棋の本をたくさん読んだ。そんなに夢中になれることが
年 あるなんてすごいと思った。
生 ○練習をすれば必ず上手になるという気持ちをもって何事にもがんばって欲しい。(父)

４ ○お母さんも自主学習をがんばっていたことは知らなかった。ぼくもお母さんより自主学習をが
年 んばりたいと思った。
生 ○“継続は力なり”努力は絶対に裏切らない。何事もあきらめず、逃げずがんばって。いつも見
守っている。(母）

５ ○お母さんの話を聞いてびっくりした。意外と話していないことがあった。お母さんと色々な話
年 ができてとても良かった。これからも色々な人たちに聞いたり、話したりして、色々知りたい。
生 ○たくさん話ができ、家族で団らんの時間を過ごすことができて良かった。知らないことがたく
さん出てきたので驚いた。
○自分ががんばってやったことを子供に話すのは初めてで、懐かしく小学校時代を思い返した。
娘にも何かがんばったことを見つけてもらいたい。(母）

６ ○おじいちゃんが子どものころ勉強をがんばっていたのを聞いて、自分もがんばろうと思った。
年 ○私は父にインタビューして、勝ち負けよりも、仲間と助け合いどれだけ頑張れたかという事が
生 大切だということを学ぶことができた。
○今思えば、もっともっと色々なことに挑戦してみれば良かったと思う。子どもの頃しかできな
いことがたくさんあるので、色々なことにチャレンジして欲しい。(母）

栄光を讃える

○「小さな親切」運動栃木支部作文標語コンクール 標語の部 優良賞 藤掛優月（２年）
○大岩藤処理区下水道ポスター展 理事長賞 下田倖輝（４年）優秀賞 石渡彩名（４年）
○小学生人権書道コンテスト 優秀賞 森 晨人（６年）落合芹奈（５年）
○全国親子クッキングコンテスト栃木県大会 入選 稲田拓実（６年）
○下野教育書道展 記念賞 中山愛実（６年） 銀賞 小林弥夢（６年）銅賞 吉永茉奈（１年）
○下都賀地区読書感想文コンクール 優良賞 小林瑞步（５年）
○山本有三記念｢路傍の石」俳句大会 入賞 福田裕紀（５年）佳作 田﨑美羽（６年）
○ＪＡ共済県交通安全ポスターコンクール 銅賞 若菜悠真（３年）

書道コンクール 条幅の部 佳作 小林弥夢（６年）
○全日本空手道連盟糸東会関東大会 ６年男子組手の部 敢闘賞 石川芭龍（６年）

４年男子組手の部 ３位 石川桜空（４年）
○一文字コンクール 金賞 落合歩奈（５年）
○銀河書道作品展 優秀 生澤健人（５年）生澤悠人（３年）
○小山市総合競技選手権大会 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ小学生の部優勝 県南地区小学生ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ秋の大会敢闘賞 落合芹奈 （５年）




